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番号： A-1-1J
PJ： 大気中からの高効率CO2分離回収・炭素循環技術の開発
テーマ名：炭素循環社会の実現に向けて
担当機関名： 金沢大学/地球環境産業技術研究機構（RITE）
問合せ先：金沢大学(akodama@se.kanazawa-u.ac.jp)/RITE(yogo@rite.or.jp)

【期間】 2020年度～2029年度
【実施内容】

研究開発項目1．大気中からの高効率CO2回収(Direct Air Capture; DAC)技術開発 → RITE固体吸収材の適用
研究開発項目3．CO2有効利用性、LCA評価 → 他プロジェクト、企業との連携
＊研究開発項目2．炭素循環のためのCO2変換技術開発（液体炭化水素燃料合成）は2022年度にて終了

【研究開発概要】

小型要素
試験機
（１ユニット）

【開発スケジュール】
2029202820272026202520242023202220212020年度

項目

DAC材料開発・
シミュレーション
（RITE）

DACプロセス検討
（空気再生方式）
金沢大

ベンチスケール試験

DACプロセス検討
（蒸気再生方式）
小型試験機(RITE内)

ベンチスケール試験
パイロットスケール試験
CO2有効利用性、
LCA評価（RITE)

CO2変換技術の開発
膜開発
膜反応器開発
（RITE)

中間評価
（3）

中間評価
（2）

中間評価
（１）

新規材料探索・
ラボ評価 合成方法最適化

脱水膜と水素透過膜
の開発

低濃度CO2回収プロセス検討
（間接加熱型，ロータリー型TSA粗濃縮システムの確立）

シミュレーター作製
（最適濃縮プロセスの提案） シミュレーション検討（運転条件最適化）

CO2回収システムの改良（送風動力低減・蓄熱設備の導入）と
LCA評価に基づく有効なDACシステムの構築

LCA最終評価
社会実装性評価

材料および製造法改良・性能向上検討
（空気再生法式に十分耐えうる吸収材の開発）

シミュレーター改良
（高精度化）

体
制
変
更
設計・製作 性能確認試験

改良検討・
設計

製作・工事 実証 移設

解体
研究

改良検討・
設計 製作・工事 長期実証

小型膜反応器
設計・製作

性能
評価
試験

【外部協力企業】

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO)・PD

PM: 国立大学法人 金沢大学 新学術創成研究機構
教授 児玉 昭雄

研究開発項目 3．
他プロジェクト、企業と連携して実施

アミン合成、多孔質担体合成、アミン担持
（各複数社と推進中、サプライチェーン構築）

金沢大学（金沢市角間町）：
研究開発項目１．

「大気中からの高効率 CO2 回収技術開発」
１－② 高効率低濃度 CO2 回収プロセス開発と
システム評価

研究開発項目 3 
「 CO2 の有効利用性、LCA評価」

公益財団法人 地球環境産業技術研究機構
（RITE）(京都府木津川市）
研究開発項目１．

「大気中からの高効率 CO2 回収技術開発」
１－① 低濃度 CO2 回収用新規吸収材の開発
１－② 高効率低濃度 CO2 回収プロセス開発とシステム評価

研究開発項目２． （2022年度で終了）
「炭素循環のための CO2 変換技術開発」
＊現在、他プロジェクトでのCO2 変換技術との連携を探索中

研究開発項目 3．
「 CO2 の有効利用性、LCA評価」

連携

【委託先】

指示・協議

【委託先】

外注

【再委託先】

【大気中からの高効率CO2分離回収・炭素循環技術の開発体制】

【蒸気再生式ハニカムロータリー式DAC（金沢大学）】【空気再生・間接加熱式DAC（金沢大学）】

粗濃縮

間接加熱＋低温蒸気パージ

【回収方式が異なるDAC技術の開発】

RITE

金沢大学

金沢大学

上：DAC技術開発
下：CO2有効利用性、LCA評価

LCA評価検討
LCA評価
事前準備

エンジニアリング会社（MPW-ES、MHI-TC)
（１－② DACベンチスケール実証機の詳細設計
・製作・据付・試運転）

外注

三菱重工業株式会社（MHI）(神奈川県横浜市）
研究開発項目１．

「大気中からの高効率 CO2 回収技術開発」
１－② 高効率低濃度 CO2 回収プロセス開発とシステム評
１－③ スケールアップ試験装置の詳細設計・製造と評価試験

他プロジェクトとの連携
・Energy to Fuel（e-fuel)
・基幹物質→化学品製造（固定化）

＊本プロジェクトでの開発は2022年度
にて終了。

他プロジェクト、
企業との連携

CO2の有効利用性、
LCA評価

(研究開発項目３）

設計・製作・試験 改造・試験

高濃縮

粗濃縮

アミン塗布熱交換器

“塗布”に代わる間接
加熱型吸着塔の検討

実機風量（面風速2m/s）
での実用可能性の確認パージ空気量: 0.10L-STP/min

CO2濃度: 500ppm
湿度:露点－20℃

温水80℃

平均濃度1.02％

パージ空気量: 0.10L-STP/min
CO2濃度: 500ppm
湿度:露点－20℃ 温水60℃

平均濃度0.997％

再生温度60℃～80℃でCO2濃度は平均で1％程度
（20倍濃縮）、80℃再生で瞬間的には5%に到達

大気圧蒸気加熱（蒸気潜熱も利用）

間接加熱＋空気パージ 空気加熱 金沢大学
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ロータ回転数
10 rph 15 rph 20 rph 25 rph 30 rph

【実験条件】
空気風量＝600m3/h (面風速＝2.6m/s)
空気温湿度およびCO2濃度は成り行き
蒸気供給量＝成り行き

【使用ロータ】
直径320mm×厚さ50mm
（有効直径は300mm）

装置・操作の最適化⇒CO2回収濃度と回収率を高い値で両立を目指す
100℃蒸気は必要であるが、比較的簡単な装置構成で空気中CO2が高濃縮できることを実証

CO2回収濃度

棒グラフ上部の数値はCO2回収率
29%

36% 41% 45% 44%

3.3 棒グラフ中の白抜き数値は
CO2回収量[kg-CO2/day]4.1 4.7 5.1 5.0



番号： A-1-3J
PJ： 大気中からの高効率CO2分離回収・炭素循環技術の開発
テーマ名：炭素循環社会の実現に向けて
担当機関名：地球環境産業技術研究機構（RITE)
問合せ先：地球環境産業技術研究機構（RITE)/ yogo@rite.or.jp

・DAC（Direct Air Capture)技術開発：大気中のCO2を効率的に吸収・脱離する新たなアミンの開発および大量
の空気を通過させるために、固体吸収材をハニカム等の圧力損失の少ない構造体（基材）にする技術の開発を
進めています。更に、シミュレーション技術も活用して、プロセスでのCO2 回収量の最大化、回収エネルギー低減
検討を実施しています。
・DACﾍﾞﾝﾁｽｹｰﾙ実証機(～500kg/d）での実証試験を2025年の大阪・関西万博会場で実施するため、実証
機の設計、製作および実証するRITEアミンを適用する吸収材の試作を推進しています。なお、実証機の基本設
計は再委託先の三菱重工業株式会社が実施しております。

【DAC技術開発でのアミン・担体の開発】 【開発RITEアミンの特徴】

【DACシステム評価装置でのCO2の連続回収試験】

【シミュレーションによる新基材の吸脱着挙動の予測】

【基材の改良によるサイクル数および回収量の向上】

【RITEアミンG1担持吸収材のCO2吸収性能評価】

・異なる材質、構造の基材を検討中。
・新基材は、粒状吸収材、従来基材を上回る性能を示す。


